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購読費と掲載費に関して議論を取り扱う。 ジャーナルと、部分的 OA 化（以下ハイブリッ
ド）OA ジャーナルがある。これらのジャーナル
では、著者が掲載時に掲載料（Article Processing 
Charge : APC）を支払うことで論文が OA 化され
る。今回はこの 2 つの OA 化論文について議論を行
い、機関リポジトリ等に掲載された論文の経費等は
取り扱わない。（図表１）







行する OA ジャーナルより 700 ドルほど安い。さ
らに、ハイブリッドジャーナルの OA 化が一番高く
なっている。
　世界の APC 支払いによる OA 市場は年 30% の




が、現実的なシナリオとして 2012 年から 15 年にか






にある。例えば Web of Science における日本の論
文数との OA 論文の割合を図表 2 に示す。このグ









































表 3）このことは日本の APC 支払い総額が今後
増加することを意味する。例えば、Springer 社の
BioMedCentral に日本の研究者論文から支払われ
た APC は 2007 年に比較してほぼ 5 倍となり、約
1 億 7 千万円と推定されている12）。また、先の図
表 3 の OA 論文数に従い、仮に全ての OA 論文が








超え、あるいは、Nature や Springer 等大手出版者
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　英国のオープンアクセス実行グループ（OAIG: 















コンソーシアである JISC Collections では、APC
のオンライン決済サービスを行っているスタート






　ドイツ研究振興協会 (DFG) では 2009 年より、
APC の補助プログラムを開始している。補助プログ
ラムへは大学単位で申請し、所属する研究者が連絡
著者（Corresponding/Submitting Author）の OA 論
文で、APC が 2000 ユーロを超えない論文に対して














Center）の RightsLink for Open Access サービスを
導入している18）。転載許可等の著作権処理の手続き



















APC の値上げを抑えつつ OA 出版の量を増やすこ
とが現実的な方策となる。
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